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第10図文字瓦
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五
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八
号
併記したが、説明の詳細は省かざるえない。
しかし、このように文意が読み取れるとすれば、少なく
ともこの木簡は、郡家で表面に送り状としての事書きにあ
たる文字が表記され、裏面には郡家或いは国府いずれかで
の楡領、返抄の経過が墨書されていたことになる。仮に、
楡領から返抄までが国府での墨書と読めば、表面と裏面下
半の文字は郡家での記載であり、国府で藤一荷の勘検が行
われ合点を付して、木簡を返抄としたことになる。この木
簡は、国府で物品が受領されたので用済みとなり、国府内
で廃棄されたと解釈することも可能であると考えてみた。
｜枚の木簡ではあるが、郡家からの物品の進上とその経
緯、及び国府での物品受納の状況を如実に示す好資料であ
り、木簡が作成されてから廃棄されるまでの推移が判明す
る貴重な遺品であることは疑いない。
漆紙文書と遺跡との関係についてであるが、第一に廃棄
状況の検討からは、紙として使用された最終状況が窺える
のであり、士坑に捨てられるまでに政庁再建時に使用され
ていたことが推測されるのである。また、集落出土の漆紙
文書と比較すれば、紙としてどのような種類の文書が官衙
では利用されていたのか、集落にもたらされる紙（廃棄文
書）の特徴は何かなど、文書の作成から廃棄、再利用まで
２
文
字
瓦
瓦に文字が残された資料が、いわゆる文字瓦である。文
字を直接に瓦に刻字したもの、押印したもの、特定の文字
を瓦叩き締め板に彫り込み押捺したものなどの種類があ
る。瓦への墨書や朱書の事例は割愛する。
瓦に記された文字は、瓦の製作工程で施されているの
で、瓦が使用された遺跡と造瓦所との両者の関係が明らか
にされなければ、文字が記入された意義も解明することが
で
き
な
い
。
国府から出土している文字瓦は、二五六点である。記銘
方法の違いによって数えれば、叩き具によって押捺された
もの―○九点、印が五点、ヘラによって刻字されたもの｜
四二点であった。
国府跡出土の瓦類が約四万点であるので、文字瓦は一％
にもみたない。文字瓦の文字は、叩き具によるものが下野
国分寺跡出土の資料と同類の寺名や郡名が押捺されたもの
であり、刻字瓦は茂原・上神主遺跡に同品がある。
文字瓦の年代は、国分寺跡類品が同寺のＩ～Ⅱ期のも
の、刻字瓦は国分寺創建期頃のものである。
一八
の検討に新しい視点が開かれるように思う。
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遺
跡
出
土
の
文
字
資
料
は
、
関
連
遺
跡
や
遺
物
の
理
解
を
通
し
て
よ
り
正
確
な
釈
読
が
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
は
、
遺
跡
景
観
も
解
釈
の
手
助
け
と
な
る
。
資
（
史
）
料
の
み
が
文
化
財
で
は
な
い
。
歴
史
遺
産
全
体
を
見
渡
し
た
、
保
護
保
存
の
思
考
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
（
口
頭
報
告
で
掲
げ
た
参
考
文
献
は
割
愛
し
た
。
）
下
野
国
府
の
文
字
瓦
を
読
む
と
、
国
府
の
た
め
に
文
字
が
記
入
さ
れ
た
の
で
な
く
、
国
分
寺
建
立
に
際
し
て
の
造
瓦
供
給
体
制
が
国
府
へ
の
瓦
貢
納
に
も
利
用
さ
れ
た
結
果
、
国
府
に
そ
の
一
部
の
文
字
瓦
が
進
上
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
下
野
国
府
と
文
字
資
料
（
田
熊
）
む
す
び
に
か
え
て
一
九
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